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部局室名 課所名 担当名 連絡先 R3 R8

成果指標

目標

実績

事
業
の
実
績

評価

なし

今後の方向性

令和５年度事務事業評価（事後評価）
事業
番号 01

事業の概要（Plan:計画）

事業名 （仮称）緑の森公園保育所整備事業
事業の

実施方法
直接実施及び業務委託

事業の分類① 市独自事業

(令和４年度実施事業) 課
コード 0906

根拠法令

事業内容
大沢第一保育所と中央保育所について、老朽化に伴う建て替えを行い、保育環境の向上と耐震化を図り、児童と保護者に安心・安
全な保育を提供する。

事業の分類② 建設整備

子ども家庭部 保育施設課 植竹 内2924 事業開始年度 事業終期年度

事業の実施（Do：実施）
令和３年度　決算 令和４年度　当初予算　 令和４年度　決算 令和５年度　当初予算

人工 人件費人件費人工 人件費 人工 人件費 人工

事
業
費
等

人件費

①常勤職員 0.6 5,146,000 0.6

合計A（①＋②） 0.6 5,146,000 0.6

4,510,000 0.6 4,510,000

②会計年度任用職員 0.0 0 0.0 0 0.0 0

5,084,000 0.6

4,510,000

①国・県支出金

②市債 32,000,000

0

4,510,000 0.6

350,300,000 351,400,000

5,084,000 0.6

398,400,000

92,300,000 147,000,000
事業費
内訳

総事業費合計（A+B） 76,449,300 503,084,000 447,497,000

③その他の財源 99,000,000

504,930,000

④一般財源 39,303,300 600,000 387,000 2,020,000

合計B（①～④）

R4年度 達成度

成果指標
の説明 工事の進捗率

0.0% 0.0%

71,303,300 498,000,000 442,987,000 500,420,000

0.0% 0.0% 12.0%

工事進捗率 R2年度 R3年度

事業費が増減した理由 工事着工前の試掘調査で地下工作物の存在を確認し、その撤去処分に多額の経費が必要になったため。

事業の評価（Check：見直し）

評価の視点 評価内容の説明

必
要
性

社会的なニーズ

大沢第一保育所及び中央保育所は老朽化による劣化が顕著であることから、第５次越谷市
総合振興計画前期基本計画第一期実施計画に計上し、２つの保育所を統合し、一つの保育
所として建替える。

委託化の可能性 なし

市が実施すべき妥
当性

委託可能な範囲

民間との連携 他市事例

有
効
性

事業目的達成への繋がり

建替え用地は緑の森公園や久伊豆神社などの環境保全区域に隣接し、自然豊かで伝統文化を感じられる保育に適した環境である。事業見直しの必要性

ニーズの傾向

総合評価の説明 引き続き、建設工事を進め令和７年４月の開所を目指す。

今後の方向性（Action:改革改善）

今後の方向性 現状のまま継続

効
率
性

活動量の成果
両保育所は市街化区域内で比較的駅から近い場所に立地していることから、それぞれ建替え用地の確保が困難であったため、２保育所
を１保育所として建替えることで、建替えスケジュールの迅速化及び事業費の縮減が見込める。

将来コストの見込み

受益者負担の適正度

外部評価・包括外部監
査の指摘（概要）

上記に対する措置等

事業を実施した上で
の課題等

建設当初は令和６年４月開所の予定で事業を進めていたが、着工前の試掘で敷地内に地下工作物の存在を確認したことか
ら、その処理のため工事の中断を余儀なくされた。
そのため、令和６年４月の開所に間に合わなくなったことから、開所を１年延期し令和７年４月の開所とした。

総合評価 A（事業内容は適切である）

次年度の取組内容 引き続き、建設工事を進め令和７年４月の開所を目指す。

成
果

令和４年７月に着工し、令和７年４月の開所を目途に工事を進める。
令和４年度は地下工作物の撤去を行った。

20.0%
C

目標を50％程度達
成した


